
第３４回府退教定期総会開催ご案内とその特徴について 

今年は、２年に一回の役員改選を含む定期総会です。改正規約に基づき２年前の総会で女性役員

が０から３０％以上の７人になった。今年は女性参画３０％達成の組織運営をさらに検討し、財政

状況をも踏まえて定数を全体で１１名にした。候補者推薦段階からの考え方・手順を含めて単会代

表者会議、同ブロック会議などを重ねジェンダー-平等規約遵守の具体的ルールを策定し、候補者推

薦に至った。「うちの単会には役員になる女性はいない」と会議参加者の一存で決めるということは

なくした。単会に持ち帰り、役員で候補者探しなどの手続きを経てブロックやグループでの検討を

行った。出そろった候補は女性 6 男性５となっている。あたってみれば候補者がいることが証明さ

れた。今年は府退教の何が変化したのかしなかったのかをまっすぐ見るときでもある。代議員の皆

さん、ぜひ、一部、二部と参加をお願いする。傍聴参加は単会を通じて可能な範囲で受け付けます。 

日時 ５月１６日（13：00受付、１３：３０開会） 

 第一部  講演  「私の政治家としての信条と市議会議員としての主な取り組み」  

講師  堺市議会議員 ふちがみ 猛志さん 

 第二部  経過報告・決算・方針案提案・予算案、役員選出等 

 渕上猛志議員って、どんな人？地元の会員から    （以下文責 米田 彰男） 

大学卒業後 IＴ企業を経て民主党衆議院政策秘書を経験して、大阪府議会議員に挑戦するも、維新旋

風をまともに受け落選しました。その４年後堺市議会議員に再度挑戦し見事当選を果たし現在 3 期目

です。この機会に、維新市長の堺で、市民の声に耳を傾け、行動する議員の日常こそ聞いてほしいし、

知っていただけると目標の一万票獲得・トップ当選に納得していただけると思います。 

   彼のお母さんにお聞きすると、高校時代は、弁護士志望で大学は法学部に進学したそうです。大学在

学中バックパッカーで世界を放浪して多くの経験をし、帰国後政治家志望へと変化したと。 

20 歳の時に山中きよこ府会議員選挙で応援演説を初めてしたのが、政治と関わる最初の行動だった

そうです。 

日常活動として、議会報告年 4 回全戸７万所帯ポスティング（ボランティア 80 名により半数配布）、

タウンミーティング小学校 17 校区すべてで年１回実施、駅立ち選挙区内 14 駅で各年４回とパワフル

に活動している議員です。議員活動以外にも、保護司として活動しています。 

教育にかかわっては、日教組堺からの提起を受け、堺市の小学校でカリキュラムが過大になっている

状況を受けて、教育委員会から「教員・児童生徒の負担軽減に取り組む」確認をさせています。コロナ

以降不登校の増大が顕著となり、市内のフリースクールの実態把握と連携を図るよう求めたのに対し、

堺市教育委員会が「堺市不登校支援ネットワーク連絡協議会」を発足させています。議会での質問を有

効に活用し、地道に取り組むことによって、日教組堺、退職者会、退女教からの信頼をえています。 
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わが町の市会議員      今回は茨木市教組・同退職者会推薦議員登場 

こんにちは。茨木市議会議員の西本ちかこです。  

わたしは、４年前の４月、志半ばでご逝去された田中総司さんの御遺志を継が

せて頂きたいと補欠選挙に初挑戦しましたが落選。その９か月後の本選挙で、元

府議会議員の森みどりさんの熱い応援もいただき市議会議員に初当選させて

いただきまし た。以来、３年と３か月、退職教職員の会の皆さまには、現在に至る

まで沢山のご支援をいただいていることに心から感謝申し上げます。 

３年３か月を振り返りますと、当選後初めての３月議会以外、全ての議会と委

員会で質疑を重ねて参りました。認知症の家族を介護する方からのご相談など、

地域の皆さんから受けたご相談や、議案の中から疑問に思うことなどを中心に

質疑致しました。事前ヒアリングの際に思うような回答をいただけず質問に至ら

なかったり、要望が通り安堵したり・・・。市民と市、そして社会も良くなる、「３方良し」 

になるように、地域や市民のみなさまのお声を聞かせて頂き、質問に大儀があるかを 

考え議会に臨んできました。 

３月議会では、能登半島地震を受けて、本市の一時避難地と広域避難

地の防災機能について、トイレが使えなくなった際の水源、避難所のペット、

車での利用は出来るかなど一覧の作成、有事の際の耐震性貯水槽の役

割、自主防災組織だけでなく子どもたちへの避難訓練、周知についてなど

質疑、要望をしました。 

また、文教常任委員会では、中学校給食センターの人員配置とシミュレ

ーションについて、残菜や野菜くずの処分について、ICT活用による学校支

援体制の総合サポートセンターの設置について、駅前の路上喫煙防止対策 

について、昨年の熊の目撃時の学校現場の対応について質問しました。 

地域では、老人会や自治会、青少年健全育成協議会の活動や、葦原

地区の歴史を語る会や、登校見守り、青パト乗車、月に一度ですが、子

ども食堂のお手伝いをさせていただいています。 朝の駅頭でのご挨拶

を通しても、お声をかけてくださる方との会話の中から、地域の課題をお

聞きすることもあり、貴重な時間となっています。これからも初心忘れず、

様々な当事者のお声に寄り添い、市や市議会へと繋げて参ります。これ

からもご指導ご鞭撻のほど宜しくお願い致します。（文責ご本人） 

茨木市退教から 

退教の役員会での議会活動報告以外に、毎月末の「西本議員を応援する会」で、西本ニュースの編集や

郵送・ポスティング作業などを決めて活動しています 

今後、先日の市長選挙前の市政報告会での多くの地元住民の方々との対話を生かして、来年１月の市議

会議員選挙にむけて、さまざまな準備を西本さんとすすめていく決意です。（構成：大槻・中前） 

 

退職者の仲間と能登半島地震 

被災者支援募金活動 

退職者の仲間と 秋の鑑賞ツアー 

議会で代表質問 

今の「健康保険証」廃止の 

延期を求める意見書採択を 

大阪退職者連合は、１２月に廃止するとされている紙の健康保険証について、

高齢者などの医療受診に混乱をきたす状況が起こらないよう慎重な対応を求

め、各市議会で「廃止延期を求める市議会意見書採択」に取り組んでいます。

推薦議員との連携をお願いします（林） 


